
子どもの支援・相談スペース「はぐルッポ」子どもの支援・相談スペース「はぐルッポ」子どもの支援・相談スペース「はぐルッポ」子どもの支援・相談スペース「はぐルッポ」

1111 ははははぐぐぐぐルッポ開設ルッポ開設ルッポ開設ルッポ開設のののの経過経過経過経過

これさえ見れば、子育てに関するすべてのことがわかるという子育ての公式ポータルサイト、ワ

ンストップ型のサイト窓口を、市民と行政との協働で作りたいと考えた。平成２３年の３月末にオ

ープン。名称は「Ｈｕｇする」「育む松本」で「はぐまつ」「はぐまつ」「はぐまつ」「はぐまつ」とした。はぐまつが委託されるという形

で、不登校の子どもの居場所子子子子どもの支援・相談スペース「はぐルッポ」どもの支援・相談スペース「はぐルッポ」どもの支援・相談スペース「はぐルッポ」どもの支援・相談スペース「はぐルッポ」を運営している。

教育委員の頃、不登校や不登校傾向の子どもたちの多さを知った。どうしていいかわからないで

いる保護者も多い。その他に登校しても教室に入れず、保健室や相談室にしか行けない子、出席に

するためハイタッチだけして帰る子、夕方ちょっとだけ行く子もいる。それを入れたらもっと多い。

相談も受けたりしていて、そんな子どもたちの居場所を作りたいと思った。

学校とは違うコンセプトで、保護者が気軽に相談ができ、子どもたちがありのままの自分でいら

れ、自由に遊んだり、何もしないでいることができることで、自分を取り戻していけるような居場

所。そんな場所がほしい。学校以外に子どもが選べる場所があってもいいのではないかと考えた。

そして、様々な理由で学校へ行くことができなかったり、登校しても苦しい思いをしている子ども

たちの居場所として、また悩みを抱える保護者の相談の場所として、空いている市の教員住宅を借

りて、松本市と協働で、子どもの支援・相談スペース「はぐルッポ」を平成２５年５月に開設。今

６年目に入っている。最初の３年間は長野県の元気づくり支援金によって運営したが、４年目から

は松本市が独自に予算を組んでくれて現在に至っている。

「はぐルッポ」は、学校へ行くことを目的とするのでなく、その子がエネルギーをためて自分を取

り戻し、自分で考え自分で決めて歩けるように、子どもたちがその一歩を踏み出すためのエネルギ

ーを育むお手伝いをしている。私たちスタッフが大事にしていることは、指導やコントロールをす

るのでなく、子どもから必要とされたときにサポートするということ、誰もがありのままの自分で

いられて、言いたいことが言え安心して失敗することのできる、そんな環境を子どもと一緒に作っ

ていくことである。

2222 はぐルッポの活動内容はぐルッポの活動内容はぐルッポの活動内容はぐルッポの活動内容

最初は、週２日午後施設内だけの開設だったが、この６年間の過程の中で、子ども一人ひとりに合

った環境をもっと整えたいというスタッフの思いや、子どもや保護者の要望から、活動内容はどんど

ん変化し、多様な活動を展開するようになっている。

「はぐルッポ」の名前は

～「Ｈｕｇする」「育む」「グループ」～

（「グルッポ」はイタリア語で「グループ」）
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（（（（1111））））主な活動内容（子どもたち）主な活動内容（子どもたち）主な活動内容（子どもたち）主な活動内容（子どもたち）

アアアア 通常通常通常通常のはぐルッポ：週２回のはぐルッポ：週２回のはぐルッポ：週２回のはぐルッポ：週２回 水・金曜日水・金曜日水・金曜日水・金曜日、、、、月月月月１回１回１回１回月曜日月曜日月曜日月曜日    午後午後午後午後１時～６時１時～６時１時～６時１時～６時、、、、

はぐルッポには子どもたちが遊ぶことができるように、オセロや、将棋などのボードゲームや、

ウノやドブルといったカードゲーム、アイロンビーズやプラバン、スライムなどいろいろな材料を

用意している。子どもたちは好きな時間に来て、自由にそれぞれしたいことをして過ごしていく。

外に出て鬼ごっこをしたり、川で探検したりもする。最近では家でひきこもっていた中学生が、自

転車で来たり、バスや電車に乗って来ることができるようになるなど、その成長には目を見張るも

のがある。

イイイイ はぐスタ（勉強する日）：はぐスタ（勉強する日）：はぐスタ（勉強する日）：はぐスタ（勉強する日）：木曜日（月に２～３回）木曜日（月に２～３回）木曜日（月に２～３回）木曜日（月に２～３回）

エネルギーがなく勉強には全然気持ちが向いて射なかった子ども

たちも、元気になってくると、遅れている勉強を気にする姿が見え

始めた。子どもたちの勉強したいという声から始まった勉強だけを

する日。遊ぶ日とは別の曜日に設定。高校へ行きたいと思い始めた

中学３年生で、小学校の漢字からやり始めた子もいた。

ウウウウ はぐスポはぐスポはぐスポはぐスポ（体育館でスポーツ）：毎週金曜日（体育館でスポーツ）：毎週金曜日（体育館でスポーツ）：毎週金曜日（体育館でスポーツ）：毎週金曜日 1111 時～３時時～３時時～３時時～３時

家の中で引きこもっていた子どもたちも元気になってくると狭い

はぐルッポの中では物足りなくなってくる。中学生から、バスケが

したい、バドミントンがしたいという声が上がった。

それを受けて松本市の体育館を借りて思いきり身体を動かす

「はぐスポ」が始まった。（現在は信大第２体育館）

エエエエ はぐルッポ旅行はぐルッポ旅行はぐルッポ旅行はぐルッポ旅行：年２回（土曜日：年２回（土曜日：年２回（土曜日：年２回（土曜日）

子どもたちの中には学校の修学旅行にも行ったことがないという

子もいて、みんなでどこか行きたいなという子どもの声から、バス

旅行を年２回計画。保護者や兄弟姉妹も参加して見学体験も交え、

楽しい思い出作りをしている。今までに県内の名所を始め、県外の

動物園、水族館、博物館も訪れた。信玄餅のつめ放題や、アイスク

リームの食べ放題は大人気だった。

オオオオ ボルダリングボルダリングボルダリングボルダリング：隔月１回最終金曜日：隔月１回最終金曜日：隔月１回最終金曜日：隔月１回最終金曜日

自己肯定感の低い子どもたちに、自信と達成感を味わってもらい

たいと、提案をしたら、子どもたちが飛びついてきた。はじめは怖

いと言っていた子も、どんどん難しいレベルに挑戦していき、バラ

ンス感覚や集中力が養われている。周りの応援やゴールに届いた時

の嬉しさで頑張った達成感を感じている。

（勉強する子どもたち）

（バドミントンやバスケットボール）

（群馬サファリパーク）

（何度も挑戦しレベルを上げていく子どもたち）
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カカカカ はぐ茶はぐ茶はぐ茶はぐ茶：：：：隔隔隔隔月１回最終月１回最終月１回最終月１回最終水曜日水曜日水曜日水曜日

はぐルッポから歩いて１０分くらいの先生のお宅に伺って略式だが

茶道の世界を体験する。隔月１回 希望者を募り定員４名で行っている。

茶道が楽しくなってもっとやりたいと個人的に習いに行く子も出てき

た。はぐルッポで腕前を披露する年に何回かはぐルッポのスタッフや

来所者にお茶をふるまう日も設けている。

キキキキ えがお体験教室えがお体験教室えがお体験教室えがお体験教室：年２～３回：年２～３回：年２～３回：年２～３回

シルバー人材センターから「シルバー人材の会員さんが講師を務める

ので体験教室をやらないか」とお誘いがあり、子どもたちの体験の幅を

広げる試みとして、希望者を募り、センターの会員さんたちのショップ

「えがお」に出かけて行き、ペンダントやストラップを作ったり陶芸を

習ったりした。

クククク はぐルッポ卒業式はぐルッポ卒業式はぐルッポ卒業式はぐルッポ卒業式

学校へは行ってなかったので、先生も友だちも知らない、はぐルッポ

で卒業式したいという子どもの声から、学校や保護者と調整をし、はぐ

ルッポで卒業証書授与式をした。学校からは校長先生、担任の先生も来

て、はぐルッポの友達に見守られながらの卒業式。両親も正装して参加。

式の後は子どもたちが考えた卒業パーティーも。

ケケケケ その他、その他、その他、その他、季節の行事など季節の行事など季節の行事など季節の行事など

その他にも、子どもたちの「やりたい」を大切にしている。クリスマス会や、節分の豆まき、七

夕会、１学期頑張った会、たこ焼きパーティー・・・など、子どもたちが計画を立てて、スタッフ

はそのお手伝いをしている。

（（（（2222））））相談相談相談相談

子どもや保護者、支援者からの相談（相談者の都合によって水・金以外も）は大きなウェイトを

占めている。はぐルッポではまず保護者が来て、それから子どもを連れてくる場合が多い。

最近では病院からの紹介で相談に来る保護者も増えてきた。

（（（（3333））））はぐルッポ通信はぐルッポ通信はぐルッポ通信はぐルッポ通信

保護者の方から、はぐルッポへ来て子どもたちは何をしているでしょ

うと聞かれ、お便りを作って配布しようと考えた。またはぐルッポの

ことを、学校関係者や行政にもっと知ってもらいたいと、毎月月初めに

その月の子どもの活動などを中心に子どもの声も交えて発行している。

はぐルッポにとっても貴重な記録となっている。

（ひな祭り茶会）

（子どもの作品）

（卒業証書授与）

（クリスマス会での人形劇） （節分の豆まき）

（ダンスの発表）

（はぐルッポ通信）
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⑷⑷⑷⑷ スタッフスタッフスタッフスタッフ会議会議会議会議

スタッフが子どもたちの様子や、支援のあり方を共通理解するために、月に１回話し合っている。

通信や行事の内容などもこの会議で決めていく。研修会や講演会などに参加したときには、その

内容を発表している。

スタッフの研修として川崎市子ども夢パークにも視察に行ってきた。（30 年 4 月） 

⑸⑸⑸⑸ はぐカフェはぐカフェはぐカフェはぐカフェ

来ている子どもたちのほとんどが発達障がいを抱えている。自分たち

ももっと勉強しなければならないと勉強会を開くことにした。保護者や

関心のある人も参加できるように呼びかけをしている。学校で子どもの

支援をしている方、教育者、校長先生、発達障害のスペシャリストなど

様々な分野の専門家を講師に招いて話を聞きそのあと懇談する。

⑹⑹⑹⑹ 畑・おやつ畑・おやつ畑・おやつ畑・おやつ

はぐルッポの庭では畑を作っていて、夏は畑の収穫物がおやつになる。キュウリ、トマト、イン

ゲン、ナス、ネギ、カボチャ‣・。スタッフが料理して、時々子どもたちも手伝ってくれて、美味し

いおやつがテーブルに並ぶ。昼ご飯を食べてこない子がいたり野菜嫌いの子がいたりするが、この

時間だけはお友達と一緒に楽しいおやつの時間になっている。

⑺⑺⑺⑺ 子どもの作品の販売子どもの作品の販売子どもの作品の販売子どもの作品の販売

子どもたちの作った帽子やアクセサリー、マスコットなどの作品を毎年

フリーマーケットのはぐまつブースで販売をする。帽子を作って出した子

は、買ってくれたおばあさんに「また来年も作ってきてね、買いたいから」

と言われ大喜び、自信がついた。

((((8888））））文集「文集「文集「文集「ははははぐぐぐぐルッポルッポルッポルッポ」」」」    

来所している子どもや保護者にはぐルッポに来て感じていることを、任

意ですが書いてもらって文集にしている。自分たちの励みにもなっているし

反省点も見えてくる。

3333 課題課題課題課題

⑴⑴⑴⑴ 子どもたちのこと子どもたちのこと子どもたちのこと子どもたちのこと

来ている子どもたちは、不登校の理由も、家庭環境も、抱えているものも、一人ひとりみんな違

う。どの子ありのままの自分でいられる居場所として、ここでエネルギーを蓄え、自ら考え一歩を

踏み出してほしいと思っているが、元気になってくると学校と同じような排他的なグループ作りや

いじめも出てくる。色々な問題に気づき、整理してその思いを受け止めながら安心できる人間関係

（はぐカフェの様子）
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を築いていくことはなかなか容易ではない。子どもから学びながらサポートしていきたい。高校進

学した後の子どもたちのケアはできていない。また高校で不登校になった子、ドロップアウトして

しまった子についても相談は受けているが受け入れる余裕はない状況にある。 

⑵⑵⑵⑵     スタッフのことスタッフのことスタッフのことスタッフのこと    

スタッフの安定的な確保ができない。はぐルッポの理念を共有して、子どもたちと接する事の出

来る人材の確保が難しいこと、ほとんどボランティア的な待遇しかできないので、常時いてもらえ

るスタッフの確保が困難であることが主な原因である。信州大学の近くにあって、学生たちも来て

くれるが、講義やバイトの都合で不定期であり安定していない。 

⑶⑶⑶⑶     関連機関との連携関連機関との連携関連機関との連携関連機関との連携    

学校復帰を目的としないはぐルッポに対しては、学校現場からの十分な理解が得られないケース 

も多い。はぐルッポとしては学校との連携を大切にしたいと考えているが、まだまだ学校側の認知

度は低い。保護者の相談も年々増えてきている。子どもの不登校だけではなく、家庭の問題、自分

自身の悩みの相談もあり、的確な情報提供や、アドバイス、カウンセリング等のできる専門的なス

タッフの確保とともに、必要な場所に繋いでいくためのネットワーク作りも大切である。 

学校や病院での支援会議へも呼ばれるようになってきた。 

⑷⑷⑷⑷     施設のこと施設のこと施設のこと施設のこと    

現在は、木造平屋建ての６帖３部屋で、一部屋を事務室兼相談室にしているため、残りのふた部

屋で子どもたちが過ごすのは本当に手狭になってきていて、静かにごろごろしていたい子が来られ

なくなっている。天気が良ければ近くの川原で遊んだりもできるが雨の日はとても窮屈なことにな

っていて、できれば広いところに移りたいということで、検討を始めているが進んでいない。 

 

4444    外部からの応援・協力外部からの応援・協力外部からの応援・協力外部からの応援・協力    

（1） 教育委員会との連携・・・来所日が登校扱いになった 

（2） 信州大学、松本大学の学生のボランティア 

（3） タイムカードシステムの導入・・・寄付してもらった 

（4） 畑や花壇 

（5） 他施設との連携 

 

 

5555    まとめまとめまとめまとめ    

時間はかかっても、子どもたちが自分の力で一歩を踏み出していく姿は、何よりの喜びであり、

それがスタッフのエネルギーとなっている。最近は、病院から「あそこへ行くと元気が出るよ」な

どと紹介されて、来所するケースもあってありがたいが、それだけに責任も強く感じさせられてい

る。少しずつ課題解決をすすめながら、大人の都合でなく子どもたちの〝いのち″を真ん中に置い

た活動を、常にぶれることなく貫いてやっていきたい。 
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